５　戦後教育の展開
(1) 新しい教育体制

戦後教育の出発

　敗戦の空虚が未だEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ただよ),漂)う8月28日、文部省は学校の授業再開について通達、県下の国民学校等は9月15日よりようやく授業を再開した。9月、文部省が「新日本建設ノ教育方針」を発表し、戦時中における諸通達の廃止等、すなわち戦時体制の解体を自ら進めていたが、翌月GHQ（連合国軍最高司令部）は「日本教育制度ニ対スル管理政策」を声明の形で発表した。これを受けて県では10月、終戦に伴う教科書取扱講習会を開催し、教科書の記述にふさわしくない箇所総てに墨を塗らせた。『沿革史』によると、「昭和二十一年一月教科書、図書並ニ器具ノ戦時色払拭ノ整理ヲナシ報告書ヲ提出ス」とあり、2・3月にかけてその作業を行っている。2月初めには進駐軍が学校視察のため、初めて泊小学校に来ている。さらに『沿革史』は21年の項で、
　五月　　八日　最高司令部関係文書取扱指示ノタメ磯江視学来校

　五月　十二日　進駐軍（英軍将校）来訪

　五月　十五日　旧教科書ヲ回収シ、全職員ニテ荷造シ送付ス

　五月二十一日　石段前ニ最高司令部関係文書掲示板ヲ設置ス

　六月　十九日　全職員部落出張ヲナシ、部落ノ戦時色払拭ニ努ム

などとあわただしい。一方、戦後も極端な食糧難に全国民があえいでいた。小学校でも甘藷栽培、塩焼作業など勤労奉仕は続いた。

　戦後の教育改革は、これ以後着実に進められた。6月教職員適格審査のための調査表を提出、8月旧奉安殿の破壊撤去、9月固定新教科書〝くみのあゆみ〟発刊、10月文部省男女共学実施を指示、11月新憲法発布記念式などあり、翌22年3月「教育基本法」「学校教育方」の公布とつながっていく。これは当然「教育勅語」の失効を意味していた。
　泊小では、この年3月思わぬハプニングがあった。丁度玄関の上にあった高等科1年教室の後半部が墜落、担任教官河上君温はじめ児童20数名が床と共に1階に転落、負傷者10数名を出した。

泊中学校の開設

　この月、翌年の教育改革に向けて父兄会が持たれた。そして4月、新学制による小学校及び中学校の発足、9か年の義務制が始まる。泊国民学校は泊小学校と改称、同時に泊村立泊中学校が開校されることになる。中学校長には地元泊出身の三谷宗人氏が任命され、泊小学校校舎の1部5教室と現泊保育所の仮校舎での出発であった。1年生は22年3月泊国民学校初等科修了生、二年生は同高等科1年を修業した者、3年生は同高等科(2年)を修了した者、及び過年度修了生を含めた。開校は5月5日であった。新制中学をどう設置するか、生徒の問題、教師の問題、校舎の問題と難題が多かったが、本村においてはこうして1村1校の中学校が発足した。青年学校は23年5月で総て廃止された。
新教育諸施策

　新教育を軌道に乗せるための文部省の諸施策は、次々と具体化された。22年5月よりの教科別学習指導要領の発行、社会科の授業開始(9月)、教科書検定制実施の発表（同）、視学制度の廃止、指導主事設置の通告(11月)などがあげられる。

　県下における新教育の推進については、鳥取市にある米軍政部が大きな力をもっていた。アリマ中尉はその中心で、当時軍政部内の情報教育主任であった。彼は22年3月「教育は特権階級のものにあらず」と国民にメッセージを行い、4月より3年制の中学を地方公共団体の一事業として発足させると述べている。10月、泊小学校にも鳥取軍政部より教育視察ということで、2名の来校を受けている。中学校への来校は23年6月であった。
　再出発した22年の本村教育概況のうち泊小学校の場合は次のとおりである。

　　村長（管理者）　田中　清治

　　学校長　　　　　藤田　一夫

　　後援会長　　　　石井　良三

　　学務委員　　　　桜井　　清　　田中　輝彦　　奥田　光好　　長　　英治　　山本　文平

　　学級数　　　　　本校12　分校2

　　教職員数　　　　20名

　　学校予算計　　　93,564円

23年1月、県の機構改革があった。そのうち教育民生部を教育部と民生部とに分離、教育部に学務課・体育課・社会教育課の3課が設置された。新制中学の発足後1年にして23年4月より新制高校がスタートしたが、本『村誌』においては、高校を含め、高等教育に関しては触れないことにする。

	泊　中　学　校　校　歌

昭和25･2･9制定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作詞　三谷　宗人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作曲　鈴木　恭彬

1、 朝かがよう　東海の　　　2、甲亀の山の　あけくれに　　3、夕べあかねに　雲はえて

波に希望の　風薫る　　　　　山脈遠く　下に見る　　　　　真理の海の　底深し

ああ高らかに　今日もまた　　ああはるばると　いつの日か　ああしみじみと　今宵また　

若潮めぐる　窓あけて　　　　若き翼に　風うけて　　　　　北斗の光　窓近く

歌う我等に　光あれ　　　　　進む我等に　力あれ　　　　　仰ぐ我等に　栄えあれ




　　

(2) P・T・Aの出発

　昭和23年、合衆国にならい、初めてP･T･A（父母と教師の会）が各学校ごとに結成された。泊小でも4月より各部落ごとに「PTA準備父兄会」を行い、5月結成総会にこぎつけている。初のPTA会長に泊笠田保一が選任された。PTA初年度の活動を『沿革史』で見ると、

　七月　　PTA後援会（講師鳥大大谷教授）

　〃　　　〃　 総会（二〇四名来校）、分教場父兄会

　八月　　映画会　

　九月　　PTA参観日（一二五名来校）
　十月　　各部落毎の父兄会　PTA参観日（一〇一名来校）

　十二月　PTA講演会（講師鳥取地検横川検事）

とある。『鳥取県教育史』（昭54刊）には、23年1月「県下各学校に父母と先生の会（PTA）発足」とあるが、泊小の場合、早い発足で、その活動も軌道に乗っていることがわかる。

(3) 教育委員会制度の発足

教育委員選挙

　23年7月、教育委員会法が公布、翌月には同施行令及び施行規則も制定された。教育委員会制度、教育委員公選制の始まりである。県下では8月教育委員選挙に向けてて各団体が候補者を推薦、10月第1回教育委員選挙があり、11月正式に教育委員会が発足した。この際の自治体は都道府県、5大市及び任意設置の市町村のみであった。泊村を含む地方教育委員の初の選挙は、昭和27年10月のことである。
　発足した鳥取県教育委員会は、当選した6名と議会選出1名の計7名で構成され、初の県教育長には鶴田憲次が就任した。選挙に立候補したのは各界より推された11名であった。泊村出身で県補導委員を勤めていた三枝まつは、もう1人の女性候補と共に善戦したが惜しくも474票差で次点に泣いた。この選挙で上位当選を果たしたのは教員組合推薦の現職教員で、組合票がものをいった。中部では第1回3位で尾崎茂（浅津村）が当選して以来、第2回に伊佐田甚蔵（倉吉町）、第3回が大島高蔵（上北条村）であった。
　昭和24年に入って、教育関係諸法が公にされた。先ず、1月に「教育公務員特例法」、5月に「義務教育費国庫負担法」「教育職員免許法」、6月「社会教育法」などである。

泊中学校の新築移転

　泊中学校が泊字尾原田の地に校地を求め、小学校の仮校舎から移転したのは昭和24年2月であった。木造2階建1棟、6教室と宿直室、翌年1月北半6教室の完成、さらに29年体育館・特別教室が竣工し一応完備、昭和37年には技術家庭科室2教室（平屋）が完成した。
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(4) 市町村教育委員会の発足

泊村教育委員会の出発

　昭和23年都道府県教育委員会が設置された折、５大市を除く市町村教育委員会は、25年までが設置期限とされていた。その後、市は25年が27年、町村は27年に設置するよう改められた。なお検討を要するということで、さらに1年延期する法案が国会に提出されたが、猶予すべきではないという意見が国会の多数を制し、文教委員会で否決されるという一幕があった。こうした中で、市町村教育委員会が混乱を招くことなく発足に移れるよう、県は指導を念入りに行った。そして27年10月、第1回の市町村教育委員会の選挙が行われる運びになった。

　泊村では初めての選挙の結果、立候補者6名のうち石井良三・渡辺源一郎・岩津勘治郎・河本聟が当選。議会選出委員に桜井清、正副委員長に石井・渡辺が選任された。教育長には制度発足当初の暫定措置として県の指導もあり、宮脇三巳が助役兼務のまま選任された。
　行政委員会としての市町村教育委員会の設置により、従来県教委や市町村長に属していた市町村教育事務が市町村教委の権限に移譲された。県教委から移された事務は、①教科内容とその取り扱い②教科用図書の採択③公立学校教職員人事などがあり、市町村長から移された事務には、①就学に関すること②学校の設置廃止管理に関すること③社会教育に関することなどがあった。

教育委員会制度の課題

　教育委員会制度の創設にあたって、その理念とされたのは、①公正な民意の反映②地域の実情に即した教育行政の執行③教育への不当な支配の排除の3点であった。それらは新しい教育の推進に当たって当然尊重さるべき画期的な意義をもつものであるが、具体的な教育行政の執行上さまざまな問題点が指摘されるようになった。その主なものを拾って見ると、①町村の教育行政執行にかかる能力上の問題②教委の持つ財政上の権能・独立性の問題③地方行政一元化の立場から教委の持つ権限の問題などであった。さらに、本県の場合は町村規模の弱小さから来る問題もあった。専任の教育長、事務職員の設置も、戦後の町村財政では大きな負担であった。その上学校整備など教育財源の工面に追われていたのである。また、県教委から移された教職員人事権は市町村単位の狭域行政にはなじまないもので、人事交流の不活発をもたらす結果になり、人事異動が新学年までもつれこんだり、人事にからむ地教委相互の対立もあった。
　こうした中で25、6年の地方行政調査委員会議第1、2次勧告、26年の教育委員会制度協議会答申などが相次いで公にされ、教育制度の見直しについて指摘されるようになった。その内容は、①教育委員会の設置単位②委員の選任方法③都道府県・市町村間の事務配分の問題の3点に集約される。また、財源措置の問題もあり地教委制度の存続、廃止をめぐって揺れた一時期であった。

　こうした中で、28年各地教委員間相互の連絡調整を目的とする鳥取県教育委員会地区連合協議会が組織された。また、郡単位の組織ができ、本村教委は現在も存続している東伯地区地教委連絡協議会に属している。
小学校の建築

　昭和27年4月、泊小学校では学校建築協議会が開催され、南旧校舎の改築にとりかかることになった。中学校建設もあって小学校は修理を繰り返していたが、戦後初めてのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だいふしん),大普請)であった。校舎の規模は文部省の新規模にかかるものであり、木造2階建瓦葺き6教室延べ179坪であった。他に炊事場・当直室・便所を設置した。工事期間中は漁業組合の魚市場、2階広間を借用改造して教室とした。総工費3,900,388円で翌3月に竣工をみた。写真の南校舎西半分がこれに当る。当時は、石段付近をロープで資材を運ぶという手間のかかるものであったと、車道のなかった当時の校長中原賢二は語っている。現在の村道旧中学校線が開通したのは昭和35年のことであった。

　原分校の増改築は29年2月起工され、翌3月竣工した。
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